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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

人
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研修会等が市町村への技術的支援を公開で行う機会として、近

年の平均参加者数を目標値とした。
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（☆印が付いているものは主要目標）

１人１日当たりのごみ排出量
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課・室 資源循環推進課

実施期間 S46 ～

R6年度

実績 推移
単位

R4年度 R5年度
No. 指標名

R6年度

目標値

良好な生活環境保全の推進

循環経済への転換の挑戦
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2-2①

事業番号 06 06 02 事業改善シート（令和６年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

一般廃棄物の適正処理を推進するとともに、県民１人１日当たりの一般廃棄物排出量790ｇを達成するために、市町村と連携し一

般廃棄物の削減等に取り組むことが必要である。

一般廃棄物の適正処理及び一般廃棄物の削減等の取組を推進するため、市町村等への技術的支援を実施する。

①一般廃棄物処理に係る市町村支援

・市町村に対する助言支援の一環で、以下の研修会等を実施し、一般廃棄物に係る情報等を提供

　　市町村新任担当者研修会の開催（１回）

　　一般廃棄物処理実務セミナーの開催（１回）

    災害廃棄物処理研修会の開催（１回）

②一般廃棄物処理施設への立入検査

・一般廃棄物処理施設の適正な管理についての指導充実のため、放流水等の水質検査を実施

E-mail junkan pref.nagano.lg.jp
事　業　名 一般廃棄物適正処理推進事業費

部局 環境部

0 2,510 0 2,510 952 2,392 2.2

2.2

R5年度 0 1,515 0 1,515 951 827 2.2

R4年度 0 1,360 0 1,360 900 838

R6年度

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

一般廃棄物処理実務セミナー



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

事業改善シート（令和６年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 一般廃棄物適正処理推進事業費 部局 環境部 課・室 資源循環推進課

・一般廃棄物最終処分場の放流水等の水質検査を実施（5箇所）

　令和５年度まで立入検査時に収去した物件に対する全ての検査は、環境保全研究所で実施しており、検査にかかる医薬材料や消

耗品の予算を確保し、執行していた。

　令和６年度からは、同所担当部署が諏訪湖環境研究センター(R6新設)に業務移管されたため、外部委託方式による実施が必要

となり、当該予算の内容を委託費に切り替え執行した。

事業番号 06 06 02

R6年度推移 ↘ 達成状況 達成

達成状況

①一般廃棄物処理に係る市町村支援

・市町村新任担当者研修会の開催（１回　web形式）

・一般廃棄物処理実務セミナーの開催（1回　対面・web形式）

・災害廃棄物処理研修会の開催（１回　web形式）

・市町村等への助言を適宜実施

②一般廃棄物処理施設への立入検査

研修会、セミナーへの参加者延べ人数 R5年度推移 ↗

指標なし R5年度推移 R6年度推移

(1) 上記７、８及び県民の意見等を踏まえた課題

・市町村新任担当者研修会の開催は年度当初であるため、開催方法について、より参加しやすくするための工夫をする余地がある。

・一般廃棄物処理実務セミナーは、対面とWeb形式を併用して開催しているが、Web形式での参加が多いことから、今後の参加者の

動向等を踏まえ、引き続き開催方法を検討する必要がある。

(2) 事業改善の方策

・市町村新任担当者研修会については、令和７年度は、新任者が研修内容をいつでも見られるよう、作成動画の配信による方法で

実施しており、今後もより参加しやすくするための工夫を引き続き検討していく。

・一般廃棄物処理実務セミナーについては、対面での参加者数の見込みも踏まえつつ、なるべく配信環境が整った会場で開催すること

により、円滑にセミナーを実施する。

指標 ①

指標 ②

場所を問わず参加できるようにWeb形式で開催したことにより、令和５年度に引き続き、参加者が目標値を上回った。



一般廃棄物処理施設への立入検査

実施方法

直接

一般廃棄物処理施設への立入検査及び収去した放流水等の水質検査を実施

一般廃棄物最終処分場の放流水等の水質検査（5箇所）

委託

一般廃棄物適正処理推進事業費

No.

1

部局 環境部 課・室 資源循環推進課

令和６年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

市町村に対する助言支援の一環で、一般廃棄物に係る情報提供等を行う研修会

等を開催

・市町村新任担当者研修会（１回）

・一般廃棄物処理実務セミナー（１回）

・災害廃棄物処理研修会（１回）

事　業　名 一般廃棄物適正処理推進事業費

事業番号 06 06 02 細事業一覧（令和６年度実施事業分）

R4年度

決算額

2,392827838

千円千円千円

細事業を構成する主な取組

一般廃棄物処理に係る市町村支援

事業

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検
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1

細事業

No.

R6年度

決算額

R5年度

決算額
細事業名


